
プロティノスの
「第一者の後のものたちの生成と序列について」V-2-(11)

1
一者はすべての
ものであり、そし
て何か一つのも
のですらない

なぜなら、かの
ものはすべての
ものの始原であ
って、すべての
ものではないの
だから

しかし先の
意味では、
かのものは
すべてのも
のである

なぜなら、
すべてのも
のはかの所
へいわば忍
び込んでい
るのだから

いやむしろ、
それらはま
だ（かの所
では）存在し
ていない
が、（かのも
のから出た
後で）存在
するだろう

4�では、いっ
たいどのよ
うにして単
一な一者か
ら

ーーかの同
一なるもの
の内には、
いかなる多
様性も、ど
のような襞
も現れてい
ないのにー
ー

（すべて
のもの
が生ま
れたの
か）

5�いやむしろ、彼の内に
は何一つなかったから
こそ、彼からすべてのも
のが生まれたのであ
り、有るものがありうる
ために、まさにそのため
に彼自身は有るもので
なくて、それの産出者
なのである

6�そしてこ
れが、第一
番めのいわ
ば<産出>
なのである

というのは，かのものは
何ものをも求めず、また
もたず、必要としない状
態にあるので、まさに完
全なものであるから、い
わば溢れ出たのであ
り、かのもののこの充溢
が他者を作り出したわ
けである

10�ところで、こ
の生まれたもの
は、かのものの
ほうへ向き直っ
て、満たされ
て、かのものを
視ているものと
なった

11�そしてこ
れがヌース
（英知）（知
性）なので
ある

また、かのもののほ
うを向いてそれのス
タンス（立ち止まり）
が有るものを、また
かのものへのテア
ー（視観）（見る働
き）が英知を作り出
したのである

12�だがそのも
のは、かのもの
のほうを見るた
めに立ち止まっ
たのだから、同
時に英知と有る
ものとになった
わけである

14�さてそこで、
このものもかの
ものに似たもの
であるので、か
のものと同じよ
うなことを行う
のであって、多
大の力を（自己
の内から）注ぎ
出す

15�このもの
は、かのものの
似姿であるの
で、ちょうどまた
それの前のもの
が注ぎ出したの
と同じようにす
るわけである

16�そして、
ウーシアー
（実有）から
発すること
働きが、魂
という働きな
のである

これは、前
者が静止し
ていて生ま
れるのであ
る

18�なぜな
ら、英知も、
それの前の
ものが静止
していて生
まれたのだ
から

19�他方、
魂は、静止
したままで
作り出すの
ではなくて、
動きながら
影像を産み
出すのであ
る

20�つまり魂は、自分が
そこから生まれ出たも
のを眺めて、満たされ
るのだが、別の反対方
向への運動によって進
出し、自己の影像であ
るアイステーシス（感覚
能力）と植物内の自然
（植物的魂）とを産み出
すのである

22 とはいえ、何一つと
して、自分の前のもの
から取り外されても、ま
た切り離されてもいない
のであり、だからこそま
た、上方の魂が植物に
までも到達しているよう
にも思えるのである

24�というの
も、実際そ
れは、ある
意味では到
達している
のである

植物内部の
ものは、か
の魂に属す
るのだから

25�けれども、かの魂が、全
体として植物の内にあるの
ではないが、それが下方へ
これまでに進出し、この進
出とより劣等なものへの心
逸りとのために、別の存在
を作り出した限りにおいて、
この限りにおいてのみ植物
の内にあるわけである

27�というのは、これ
（植物的自然）の前
のもの（魂の上方部
分）、つまり英知に
依存しているものも
また、英知が英知
自身の内にとどまっ
ていることを許して
いるのだから

2
だから、始原から末端
のものに至るまで、進
出するその仕方は、そ
れぞれが常に自己固有
の座に残り、他方、産み
出されたものは一段劣
る別の地位を得るという
仕方なのである

けれども、こ
れは、それ
ぞれのもの
が、各自が
そこに惹き
つけられる
そのものと

ーーそのも
のにそれが
惹きつけら
れる限りに
おいてーー

同じものと
なることな
のである

6�だから、魂が植物の
内に入るばあいには、
植物内に入った限りの
ものは、いわば外化し
た<部分>、最も無謀
で、無思慮で、これほど
まで（下方に）進出した
部分なのである

また魂が理性を
欠くもの（動物）
の内に入るばあ
いには、感覚能
力が支配して導
いたのである

8�また魂が人
間の、あるいは
一般に理性的
な生きもののの
内に入るばあい
には、英知から
発する動きが
（魂を導いたの
である）

9�それは、魂が
英知を自己固
有のものとして
もち、思考する
こと、あるいは
一般に動くこと
への意志を自
分からもらった
からなのである

11�さて、わ
れわれは後
へ引き返そ
うではない
か

もしだれかが一
本の樹木の脇
に生え出たもの
とか、枝の先と
かを切り取った
あらば、その部
分にあった魂は
どこへ行ったの
だろうか

それは、元
の所、へ、
である

なぜなら、
それは、場
所的に離れ
ていたわけ
ではないの
だから

13�だから、
それはそれ
の始原の内
にいるのだ

では、その
根を君が寸
断するか、
焼くかする
ならば、根
にいたもの
は、どこへ行
くのか

15�（上位
の）魂の内
へ、である

なぜなら、も
ともとその
魂は別の場
所へやって
来ていたわ
けでもない
のだから

17�また引
き返さない
ばあいに
は、別の植
物的な魂の
内に入るの
だ

というのも、
場所が狭く
て妨げられ
るということ
はないのだ
から

18�しかし
引き返すば
あいには、そ
れの前の方
の内へはい
るのだ

では、そ
の力は
どこにい
るのか

19�それ
の前の
力のうち
にいるの
だ

そしてこ
の力は
英知に
まで達
している
のだ

ただし
場所的
な意味
ででは
ないが

まして英
知は、な
おさら場
所の内
にはい
ない

したがっ
てこの
力もそう
でない
（場所に
よらな
い）わけ
だ

22�だから、この
力はどこにも存
在しないで、ど
こにも存在しな
いもの（英知）の
内にあり、そし
てこのような仕
方であらゆる所
に存在するので
ある

23�しかし魂が上方
へ向かって前進し
ながら、最高へ完
全に到達する以前
に、途中で立ち止ま
るならば、その魂は
中間の生活を営
み、自己のその部
分の内に立ち止まっ
ているわけである

ただし
上方へ
向かう
ので、
方向は
示され
ている

25�さて、こ
れらすべて
のものは、
かの者であ
って、かの
者でない

かの者であ
るわけは、
かの者から
生まれたか
らである

また、かの者で
ないわけは、か
の者はそれ自
身のもとにとど
まりつつ、（これ
らすべてを）存
在せしめたから
である

27�だから、
それは、い
わば延々と
伸びている
長大な生命
のようなも
のである

28�次々に連なる諸部
分のそれぞれは、互い
に異なるものだが、全
体は連続的であり、し
かしその差異性のため
にそれぞれがちがった
ものであって、前の部
分が次の部分の内へ消
滅するわけではない

30�で
は、植物
の内に
入る魂
はどうな
のか

それは
何も産
み出さ
ないの
か

いや、それ
は、自分が
入っていこう
とするもの
を産むのだ

どのようにし
てかは、別
の出発点か
ら考察され
ねばならな
い

III 4, 
1-2; III 
9,3; 
IV 
4,22/
27

III 9,3
部分霊は自己自
身に向かおうとし
て、いわば空虚に
足を踏み入れ、よ
り無規則的なもの
となって、自分の
後ろにある自分の
影としての「有らぬ
もの」を作る

III 4, 1-2
魂はわれわれのなかにあ
るばあいでも自然をもって
はいるのであるが…その
自然が植物のなかに生じ
たばあいには、それはいわ
ばそれだけで単独に生じ
たのだから…自然の（時
間的展開の）後には、もは
や生命はなく、そこに生ま
れたものは、<生命のない
もの>だからである

4,22/27
「大地の各部分（諸生物）は、（魂の部
分もしくは力の）痕跡を持っており、そ
の痕跡の上には、魂の生殖と生長を
司る部分全体が広がっている。すな
わち、その部分は、もはや大地の特定
のこの部分やあの部分に属するので
はなくて、大地全体に属するのであ
る」�と考えねばならない


